
天狗の鼻のように顔の先が突き出たチョウ。早春

から秋まで見られる。翅を閉じていると褐色で枯葉

のようで目立たないが、翅を広げると、橙色の模様

が鮮やかだ。パルピ（下唇髭）と呼ばれる器官が鼻

のように長く、前の翅の先端が幅広く突き出ている

形も特徴だ。

森林、河川、公園などに広く見られ、食草のエノ

キ類が多い場所が好まれる。機敏に飛び、よく地面

や葉、花にとまる。成虫は、通常、6～7月に発生

し、盛夏に休眠し、秋に再び活動する。冬は、成虫

で越冬し、3～4月に活動して産卵すると、蝶とし

ては長い1年近くの一生を終える。春の暖かい日、

テングチョウが舞うのは、次の世代に命をつなごう

とする最後の営みなのだろう。

(森林インストラクター 藤原 裕二)
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高尾山のいきものたち

春になると茶色い地面に色々な植物の芽が出現し
ます。根株や地下茎から芽生えるものもありますが、
秋に落ちた小さな粒の種が一冬越して一斉に芽を出
す姿には、なぜか感動してしまいます。

秋に実が弾けて種が飛び出すお馴染みのツリフネ
ソウ。10月17日に播種箱に播いてみたところ３月
初めに発芽しました。発芽率は６割程度でしたが、
わずか２〜３日の間に申し合わせたように一斉に芽
を出す様子にも驚かされます。あの小さな粒々が
いったい何を感知するのでしょうか？発芽から１週
間程度で本葉が出てきました。

ツリフネソウは毎年ほぼ同じところに群落が見ら
れますが、毎年種から発芽して群落を作る一年草で
す。一年草は、毎年種をつけて翌年（越年草では同
じ年の秋）に発芽し生育を繰り返していかないと存
続できません。高尾山の植物の何割ぐらいが一年
草？という疑問がわきましたが、データが見つから
ないので「高尾山全植物」（山田隆彦著・文一総合

出版）の記載で大雑把に数えてみました。約1,400
種のうち木本とシダ植物以外の草本が約900種で、
うち一年草は３割の約260種でした。１年に20種
ずつ播種観察をしても13年かかってしまいますね。
（枝）

播種から約５ヶ月後

ツリフネソウの花と種

驚き桃の木
高尾の記

種を播いてみた～その２～

かしんひげ
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春の芽吹きが始まりまし
た。

木々の芽吹きは、単色で
はありません。深い緑色、
淡い緑色、黄色、赤い色な
ど様々な色彩で目を楽しま
せてくれます。

３月１１日（木）に、八王子市立中山小学校５年
生１２名が森林教室に訪れました。

開校式後、早速全員で森林観察に出発。ヒノキと
サワラの葉っぱの違いや、フサザクラの開花状況な
どを見て回り、タゴガエルの鳴き声が聞こえる場所
ではみんなで声まねをしたりと児童は笑顔で元気
いっぱい。治山の施設については授業でも習ってき
たとのことで、実物を興味深く眺めていました。

観察終了後、マツボックリを使った「花炭」作成
を体験。

昼食後は、まず座学。職員から森林の働きや林業
についての講義を受けました。その後に丸太切りを
体験。始めはなかなか要領が得られず苦労していま
したが、コツが分かってからは５ｃｍ位の厚さに
切ったり、５ｍｍ位の薄型に切ったりと、いろいろ
チャレンジしていました。

閉会式では、児童から「今まで知らなかったこと
が勉強できて楽しかった」との感想がありました。
令和２年度最後の森林教室でしたが、感想を聞き
ホッと胸をなで下ろしたところです。

最後に全員から「ありがとうございました」と元
気よく挨拶をいただき、児童達は切った丸太と花炭
をお土産に帰路につきました。（高）

タカオスミレ

森林教室
八王子市立 中山小学校

好みの厚さに丸太切り

人工林について学習中

当センターでも各
種イベントを計画
しています。開催
時 期 に 合 わ せ 、
ホームページ等で
ご案内いたします。

つるかご編み リース作り 炭焼き体験 森林カレッジ


